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令和7年3月14日

株式会社トライドマネジメント 代表取締役 長谷川 徹
（単独型居宅介護支援 トライドケアマネジメント運営）

横浜市西区久保町20-17RTビル1階

https://tried-management.co.jp/

利用者の立場から考えるケアプランデータ
連携システムへの期待
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事業所・施設概要

【職員】
• ケアマネ10名
• 事務スタッフ3名
【取得加算】
• 特定事業所加算Ⅰ
• 医療介護連携加算
【利用者数】
• 370名
【取引事業者数】
• 250社

※令和7年2月現在
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【21,000円は高いのでは？】
• 年間、21,000円でパート事務スタッフ雇えると考えたら？
⇒ 絶対に雇えない。もはや激安。

⇒ でも今回は、フリーパスキャンペーン！

【忙しくて導入する時間がない？】
• 動画やマニュアルを見ながら対応すれば、たいして時間はかからない。その先のメ
リットの方がはるかに大きい。

⇒ 提供票送付にかかる時間が著しく削減。
⇒ 誤送信がなくなる。
⇒ 誤送信がない為、マスキング不要。
⇒ 郵送代は大幅に削減。
⇒ 受理書への押印、署名が不要。 等
※導入後のメリットの方がはるかに大きい。

データ連携システム導入で得られるメリット
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【導入までの手順がわからない】
• 動画や操作マニュアルを、確認しながら進めた方が上手くいく（急がば回れ）。
• 電子証明の取得がやや苦労。

https://www.careplan-renkei-support.jp/message/

データ連携システム導入で得られるメリット
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• まずは各サービス依頼先TOP3の事
業所に電話し、周知と導入の検討を
依頼。

• 来社する事業所にはPRチラシを配り
説明。

• サービス調整する際も電話で、地道
に周知と導入の検討を依頼。とにかく
周知し自分たちのスタンスを伝える。

普及に向けた自社の取り組み



6

• 自社のブログ等で進捗をUPし、考え方や価値を発信。

普及に向けた自社の取り組み
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• ヘルプデスクのケアプーカードを印刷しプランと一緒に送る。

普及に向けた自社の取り組み

https://www.careplan-renkei-support.jp/chara/index.html
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• 弊社が事業運営する横浜市も
普及推進に動き出している。

※ケアプランデータ連携システム
の導入は、時代の流れ。

保険者も普及に動き出している

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/fukushi-
kaigo/kaigo/shinsei/careplandata-renkei.html
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データ連携システムの導入による効果 

• 標準仕様によるCSVファイルの送受信は、大きな労力削減。
⇒ CSVファイルは介護ソフトに直接取り込めるので、当然、紙やPDFよりもはるかに楽。
⇒ 紙の使用、印刷、仕分けといった、労力と経費の無駄がない。
⇒ ケアプランデータ連携システムに対応していないソフトでも、PDF・JPEGでの
送受信が可能な為、導入するメリットは大きい！

R5.5月 R6.3月 R7.2月

連携事業者数 2社 19社 36社

データ連携利用者
数（PDF含む）

60名 141名
315名

（CSV:235名）
（PDF：80名）

取り込み時間 5分 10分程 30分程

• 福祉用具事業者は、導入が
早い傾向。

⇒ 現在、福祉用具貸与の71％
程が、データ連携でケアプラン
や提供票、実績を送受信してい
る。



10

項目 導入前 導入後 今後の効果

提供票FAXの紙 2,100枚/月 1,380枚/月
更に削減
できる

提供表FAXにか
かる時間

4時間45分/月 2時間45分/月
更に削減
できる

郵送にかかる労
力（人件費）

7,224円/月（6h） 2,408円/月(2h)
更に削減
できる

一か月の平均郵
送代

13,500円/月 9,800円/月
更に削減
できる

担当件数
40.5件（要介護のみ）
44.8件（要介護換算）

43.7件（要介護のみ）
45.8件（要介護換算）
※一人、要介護3～5件増

維持、
それ以上

データ連携システムの導入による効果 
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項目 導入前 導入後 今後の効果

1～10日までの
平均訪問数

13件
18件（1.4倍UP、訪問件
数が2倍になったCMも）

維持、
それ以上

平均年収 451万円
491万円
（500万円超え2名誕生）

維持、
それ以上

相談援助 大きなトラブルなし 大きなトラブルなし 維持

残業 ほぼなし ほぼなし 維持

有給取得 取得率74％ 取得率83％
維持、
それ以上

データ連携システムの導入による効果 
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これから実践しようとしている方へ

• 今一歩踏み出し挑戦することが出来た
ら、令和8年4月の介護情報基盤が始
まっても、きっと、一歩踏み出せるはず。

• ケアマネもサービス事業所もDXによる
ビジネスモデルの変革期（介護業界の
デジタル化）。つまり、変わることが求め
られている。

※時間はかかるかもしれないが、負担が減ればスタッフが喜ぶ、売り上げも
上がる(*´▽｀*)



【協力】
• トリケアトプス 近藤氏
• LAメディカルステーション 日向氏
• リハプライド保土ヶ谷 相原氏
• フロンティア横浜営業所 隅田氏
• 柴橋商会 介護用品新横浜営業所 木場氏
• トライドケアマネジメント スタッフ一同
【website】
• 野村総合研究所
• 厚生労働省 経済産業省
• 国保中央会
• 横浜市、愛知県
• メディコム
• ケアプランデータ連携システム ヘルプデスクサポート

ご清聴ありがとうございました
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